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【手続補正書】
【提出日】平成29年9月28日(2017.9.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　さらに、いくつかの地域では、大量に水を使用できない。多くの農薬活性物質は、スプ
レードリフトする脆弱性があり、正確に適用し得ないスプレーで作物や土壌に適用される
。活性成分は、典型的には、フィールドまたは農作物にスプレーされる前にタンクに加え
られ、水のような希釈剤と混合される。活性成分は、例えば、乳剤（ＥＣ）、水分散性粒
剤（ＷＧ）、マイクロカプセル（ＭＥ）、または懸濁剤（ＳＣ）のような多くの既知の製
剤種のいずれか1つであり得る。希釈した後、現在既知の製剤および技術を用いた場合、
典型的な適用率は、約３～２５ガロン／エーカーからである。典型的な割合で５００エー
カーへの適用は、１５００～１２，５００ガロンの液体を必要とする。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　本実施形態の別の態様において、液体農薬製剤は農薬泡状物質を作るために発泡され得
る。得られた泡状物質は、前の実施形態の液体農薬製剤と気体とを含む。本実施形態の１
つの態様において、気体は空気である。本実施形態の別の態様において、泡状物質は、溝
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内の種に投与された場合、作物保護効果を提供し得る。本実施形態のさらなる態様におい
て、泡状物質は、１５、２５、４０、５０、６０、７０、８０、９０または１００の膨張
係数を有し得る。別の態様において、泡状物質は、４０および６０の間の範囲の膨張係数
を有し得る。本実施形態の別の態様において、農薬的活性成分は、マイクロエマルジョン
、水中油型濃縮エマルジョン 、懸濁液、懸濁剤、乳剤、またはマイクロカプセルの形態
で液体農薬製剤中に存在する。本実施形態の好ましい態様において、農薬活性成分は懸濁
剤の形態である。本実施形態のさらなる態様において、懸濁剤は二年のタイムスケールに
渡って安定である。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２９】
　発泡性製剤の有効成分は、除草剤、殺虫剤、殺菌剤、肥料またはそれらの組み合わせを
含む懸濁剤または他の適切な製剤型に製剤化され得る農薬上適切な活性成分である。発泡
性製剤中の活性成分の最終濃度は、０．１～６．００ｌｂｓａ．ｉ．／ガロン、０．７５
～４．００ｌｂｓａ．ｉ．／ガロンの範囲であり、好ましくは０．７５～２．００ｌｂｓ
ａ．ｉ．／ガロンの範囲であり得る。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３２】
　殺菌剤：Ｂ１）ビテルタノール、ブロムコナゾール、シプロコナゾール、ジフェノコナ
ゾール、ジニコナゾール（ｄｉｎｉｃｏｎａｚｏｌｅ）、エニルコナゾール、エポキシコ
ナゾール、フルキンコナゾール、フェンブコナゾール、フルシラゾール、フルトリアホー
ル、ヘキサコナゾール、イミベンコナゾール（ｉｍｉｂｅｎｃｏｎａｚｏｌｅ）、イプコ
ナゾール、メトコナゾール、ミクロブタニル、ペンコナゾール、プロピコナゾール、プロ
チオコナゾール、シメコナゾール、トリアジメホン、トリアジメノール、テブコナゾール
、テトラコナゾール、トリチコナゾール、プロクロラズ、ペフラゾエート（ｐｅｆｕｒａ
ｚｏａｔｅ）、イマザリル、トリフルミゾール、シアゾファミド、ベノミル、カルベンダ
ジム、チアベンダゾール、フベリダゾール、エタボキサム、エトリジアゾールおよびヒメ
キサゾール、アザコナゾール、ジニコナゾール－Ｍ（ｄｉｎｉｃｏｎａｚｏｌｅ－Ｍ）、
オキスポコナゾール（ｏｘｐｏｃｏｎａｚｏｌ）、パクロブトラゾール、ウニコナゾール
、１－（４－クロロ－フェニル）－２－（［１，２，４］トリアゾール－１－イル）－シ
クロヘプタノール並びにイマザリルスルフェート（ｉｍａｚａｌｉｌｓｕｌｆｐｈａｔｅ
）からなる群から選択されるアゾール；Ｂ２）アゾキシストロビン、ジモキシストロビン
、エネストロブリン（ｅｎｅｓｔｒｏｂｕｒｉｎ）、フルオキサストロビン、クレソキシ
ムメチル、メトミノストロビン、オリサストロビン、ピコキシストロビン、ピラクロスト
ロビン、トリフロキシストロビン、エネストロブリン（ｅｎｅｓｔｒｏｂｕｒｉｎ）、メ
チル（２－クロロ－５４１－（３－メチルベンジルオキシイミノ）エチル］ベンジル）カ
ルバメート、メチル（２－クロロ－５－［１－（６－メチルピリジン－２－イルメトキシ
イミノ）エチル］ベンジル）カルバメートおよびメチル２－（オルト－（２，５－ジメチ
ルフェニルオキシメチレン）－フェニル）－３－メトキシアクリレート、２－（２－（６
－（３－クロロ－２－メチル－フェノキシ）－５－フルオロ－ピリミジン－４－イルオキ
シ）－フェニル）－２－メトキシイミノ－Ｎ－メチル－アセトアミド、および３－メトキ
シ－２－（２－（Ｎ－（４－メトキシ－フェニル）－シクロプロパンカルボキシイミドイ
ルスルファニルメチル）－フェニル）－アクリル酸メチルエステルからなる群から選択さ



(3) JP 2016-534983 A5 2017.11.9

れるストロビルリン；Ｂ３）カルボキシン、ベナラキシル、ベナラキシル－Ｍ、フェンヘ
キサミド、フルトラニル、フラメトピル、メプロニル、メタラキシル、メフェノキサム、
オフレース（ｏｆｕｒａｃｅ）、オキサジキシル、オキシカルボキシン、ペンチオピラド
、イソピラザム、チフルザミド、チアジニル、３，４－ジクロロ－Ｎ－（２－シアノフェ
ニル）イソチアゾール－５－カルボキサミド、ジメトモルフ、フルモルフ、フルメトベル
（ｆｌｕｍｅｔｏｖｅｒ）、フルオピコリド（ピコベンズアミド）、ゾキサミド、カルプ
ロパミド、ジクロシメット、マンジプロパミド、Ｎ－（２－（４４３－（４－クロロフェ
ニル）プロパ－２－インイルオキシ］－３－メトキシフェニル）エチル）－２－メタンス
ルホニル－アミノ－３－メチルブチルアミド、Ｎ－（２－（４－［３－（４－クロロ－フ
ェニル）プロパ－２－インイルオキシ］－３－メトキシフェニル）エチル）－２－エタン
スルホニルアミノ－３－メチルブチルアミド、メチル－３－（４－クロロフェニル）－３
－（２－イソプロポキシカルボニル－アミノ－３－メチル－ブチリルアミノ）プロピオネ
ート、Ｎ－（４’－ブロモビフェニル－２－イル）－４－ジフルオロメチルＡ－メチルチ
アゾール－６－カルボキサミド、Ｎ－（４’－トリフルオロメチル－ビフェニル－２－イ
ル）－４－ジフルオロメチル－２－メチルチアゾール－５－カルボキサミド、Ｎ－（４’
－クロロ－３’－フルオロビフェニル－２－イル）－４－ジフルオロメチル－２－メチル
－チアゾール－５－カルボキサミド、Ｎ－（３＼４’－ジクロロ－４－フルオロビフェニ
ル－２－イル）－３－ジフルオロメチル－１－メチルピラゾール－４－カルボキサミド、
Ｎ－（３’，４’－ジクロロ－５－フルオロビフェニル－２－イル）－３－ジフルオロメ
チル－１－メチルピラゾール－４－カルボキサミド、Ｎ－（２－シアノ－フェニル）－３
，４－ジクロロイソチアゾール－５－カルボキサミド、２－アミノ－４－メチル－チアゾ
ール－５－カルボキシアニリド、２－クロロ－Ｎ－（１，１，３－トリメチル－インダン
－４－イル）－ニコチンアミド、Ｎ－（２－（１，３－ジメチルブチル）－フェニル）－
１，３－ジメチル－５－フルオロ－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、Ｎ－（４’
－クロロ－３’，５－ジフルオロ－ビフェニル－２－イル）－３－ジフルオロメチル－１
－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、Ｎ－（４’－クロロ－３’，５－ジ
フルオロ－ビフェニル－２－イル）－３－トリフルオロメチル－１－メチル－１Ｈ－ピラ
ゾール－４－カルボキサミド、Ｎ－（３’，４’－ジクロロ－５－フルオロ－ビフェニル
－２－イル）－３－トリフルオロメチル－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキ
サミド、Ｎ－（３’，５－ジフルオロ－４’－メチル－ビフェニル－２－イル）－３－ジ
フルオロメチル－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、Ｎ－（３’，５
－ジフルオロ－４’－メチル－ビフェニル－２－イル）－３－トリフルオロメチル－１－
メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、Ｎ－（シス－２－ビシクロプロピル－
２－イル－フェニル）－３－ジフルオロメチル－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カ
ルボキサミド、Ｎ－（トランス－２－ビシクロプロピル－２－イル－フェニル）－３－ジ
フルオロ－メチル－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、フルオピラム
、Ｎ－（３－エチル－３，５－５－トリメチル－シクロヘキシル）－３－ホルミルアミノ
－２－ヒドロキシ－ベンズアミド、オキシテトラサイクリン、シルチオファム、Ｎ－（６
－メトキシ－ピリジン－３－イル）シクロプロパンカルボキサミド、２－ヨード－Ｎ－フ
ェニル－ベンズアミド、Ｎ－（２－ビシクロ－プロピル－２－イル－フェニル）－３－ジ
フルオロメチル－１－メチルピラゾール－４－イルカルボキサミド、Ｎ－（３’，４’，
５’－トリフルオロビフェニル－２－イル）－１，３－ジメチルピラゾール－４－イルカ
ルボキサミド、Ｎ－（３’，４’，５’－トリフルオロビフェニル－２－イル）－１，３
－ジメチル－５－フルオロピラゾール－４－イル－カルボキサミド、Ｎ－（３’，４’，
５’－トリフルオロビフェニル－２－イル）－５－クロロ－１，３－ジメチル－ピラゾー
ル－４－イルカルボキサミド、Ｎ－（３’，４’，５’－トリフルオロビフェニル－２－
イル）－３－フルオロメチル－１－メチルピラゾール－４－イルカルボキサミド、Ｎ－（
３’，４’，５’－トリフルオロビフェニル－２－イル）－３－（クロロフルオロメチル
）－１－メチルピラゾール－４－イルカルボキサミド、Ｎ－（３’，４’，５’－トリフ
ルオロビフェニル－２－イル）－３－ジフルオロメチル－１－メチルピラゾール－４－イ
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ルカルボキサミド、Ｎ－（３’，４’，５’－トリフルオロビフェニル－２－イル）－３
－ジフルオロメチル－５－フルオロ－１－メチルピラゾール－４－イルカルボキサミド、
Ｎ－（３’，４’，５’－トリフルオロビフェニル－２－イル）－５－クロロ－３－ジフ
ルオロメチル－１－メチルピラゾール－４－イルカルボキサミド、Ｎ－（３’，４’，５
’－トリフルオロビフェニル－２－イル）－３－（クロロジフルオロメチル）－１－メチ
ルピラゾール－４－イルカルボキサミド、Ｎ－（３’，４’，５’－トリフルオロビフェ
ニル－２－イル）－１－メチル－３－トリフルオロメチルピラゾール－４－イルカルボキ
サミド、Ｎ－（３’，４’，５’－トリフルオロビフェニル－２－イル）－５－フルオロ
－１－メチル－３－トリフルオロメチルピラゾール－４－イルカルボキサミド、Ｎ－（３
’，４’，５’－トリフルオロビフェニル－２－イル）－５－クロロ－１－メチル－３－
トリフルオロメチルピラゾール－４－イルカルボキサミド、Ｎ－（２’，４’，５’－ト
リフルオロビフェニル－２－イル）－１，３－ジメチルピラゾール－４－イルカルボキサ
ミド、Ｎ－（２’，４’，５’－トリフルオロビフェニル－２－イル）－１，３－ジメチ
ル－５－フルオロピラゾール－４－イルカルボキサミド、Ｎ－（２’，４’，５’－トリ
フルオロビフェニル－２－イル）－５－クロロ－１，３－ジメチルピラゾール－４－イル
カルボキサミド、Ｎ－（２’，４’，５’－トリフルオロビフェニル－２－イル）－３－
フルオロメチル－１－メチルピラゾール－４－イルカルボキサミド、Ｎ－（２’，４’，
５’－トリフルオロビフェニル－２－イル）－３－（クロロフルオロメチル）－１－メチ
ルピラゾール－４－イルカルボキサミド、Ｎ－（２’，４’，５’－トリフルオロビフェ
ニル－２－イル）－３－ジフルオロメチル－１－メチルピラゾール－４－イルカルボキサ
ミド、Ｎ－（２’，４’，５’－トリフルオロビフェニル－２－イル）－３－ジフルオロ
メチル－５－フルオロ－１－メチルピラゾール－４－イルカルボキサミド、Ｎ－（２’，
４’，５’－トリフルオロビフェニル－２－イル）－５－クロロ－３－ジフルオロメチル
－１－メチルピラゾール－４－イルカルボキサミド、Ｎ－（２’，４’，５’－トリフル
オロビフェニル－２－イル）－３－（クロロジフルオロメチル）－１－メチルピラゾール
－４－イルカルボキサミド、Ｎ－（２’，４’，５’－トリフルオロビフェニル－２－イ
ル）－１－メチル－３－トリフルオロメチルピラゾール－４－イルカルボキサミド、Ｎ－
（２’，４’，５’－トリフルオロビフェニル－２－イル）－５－フルオロ－１－メチル
－３－トリフルオロメチルピラゾール－４－イルカルボキサミド、Ｎ－（２’，４’，５
’－トリフルオロビフェニル－２－イル）－５－クロロ－１－メチル－３－トリフルオロ
メチルピラゾール－４－イルカルボキサミド、Ｎ－（３’，４’－ジクロロ－３－フルオ
ロビフェニル－２－イル）－１－メチル－３－トリフルオロメチル－１Ｈ－ピラゾール－
４－カルボキサミド、Ｎ－（３’，４’－ジクロロ－３－フルオロビフェニル－２－イル
）－１－メチル－３－ジフルオロメチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、Ｎ－
（３’，４’－ジフルオロ－３－フルオロビフェニル－２－イル）－１－メチル－３－ト
リフルオロメチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、Ｎ－（３’，４’－ジフル
オロ－３－フルオロビフェニル－２－イル）－１－メチル－Ｓ－ジフルオロメチル－１Ｈ
－ピラゾール－４－カルボキサミド、Ｎ－（３’－クロロ－４’－フルオロ－３－フルオ
ロビフェニル－２－イル）－１－メチル－３－ジフルオロメチル－１Ｈ－ピラゾール－４
－カルボキサミド、Ｎ－（３’，４’－ジクロロ－４－フルオロビフェニル－２－イル）
－１－メチル－３－トリフルオロメチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、Ｎ－
（３’，４’－ジフルオロ－４－フルオロビフェニル－２－イル）－１－メチル－Ｓ－ト
リフルオロメチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、Ｎ－（３’，４’－ジクロ
ロ－４－フルオロビフェニル－２－イル）－１－メチル－３－ジフルオロメチル－１Ｈ－
ピラゾール－４－カルボキサミド、Ｎ－（３’，４’－ジフルオロ－４－フルオロビフェ
ニル－２－イル）－１－メチル－３－ジフルオロメチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボ
キサミド、Ｎ－（３’－クロロ－４’－フルオロ－４－フルオロビフェニル－２－イル）
－１－メチル－Ｓ－ジフルオロメチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、Ｎ－（
３’，４’－ジクロロ－５－フルオロビフェニル－２－イル）－１－メチル－３－トリフ
ルオロメチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、Ｎ－（３’，４’－ジフルオロ
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－５－フルオロビフェニル－２－イル）－１－メチル－３－トリフルオロメチル－１Ｈ－
ピラゾール－４－カルボキサミド、Ｎ－（３’，４’－ジクロロ－５－フルオロビフェニ
ル－２－イル）－１－メチル－Ｓ－ジフルオロメチル－１Ｈ－ピラゾールカルボキサミド
、Ｎ－（３’，４－ジフルオロ－５－フルオロビフェニル－２－イル）－１－メチル－３
－ジフルオロメチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、Ｎ－（３’，４’－ジク
ロロ－５－フルオロビフェニル－２－イル）－１，３－ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－４
－カルボキサミド、Ｎ－（３’－クロロ－４’－フルオロ－５－フルオロビフェニル－２
－イル）－１－メチル－３－ジフルオロメチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド
、Ｎ－（４－フルオロ－４－フルオロビフェニル－２－イル）－１－メチル－３－トリフ
ルオロメチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、Ｎ－（４’－フルオロ－５－フ
ルオロビフェニル－２－イル）－１－メチル－３－トリフルオロメチル－１Ｈ－ピラゾー
ル－４－カルボキサミド、Ｎ－（４’－クロロ－５－フルオロビフェニル－２－イル）－
１－メチル－３－トリフルオロメチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、Ｎ－（
４’－メチル－５－フルオロビフェニル－２－イル）－１－メチル－３－トリフルオロメ
チル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、Ｎ－（４’－フルオロ－５－フルオロビ
フェニル－２－イル）－１，３－ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、Ｎ
－（４’－クロロ－５－フルオロビフェニル－２－イル）－１，３－ジメチル－１Ｈ－ピ
ラゾール－４－カルボキサミド、Ｎ－（４’－メチル－５－フルオロビフェニル－２－イ
ル）－１，３－ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、Ｎ－（４’－フルオ
ロ－６－フルオロビフェニル－２－イル）－１－メチル－３－トリフルオロメチル－１Ｈ
－ピラゾール－４－カルボキサミド、Ｎ－（４’－クロロ－６－フルオロビフェニル－２
－イル）－１－メチル－３－トリフルオロメチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミ
ド、Ｎ－［２－（１，１，２，３，３，３－ヘキサフルオロプロポキシ）－フェニル］－
３－ジフルオロメチル－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、Ｎ－［４
’－（トリフルオロメチルチオ）－ビフェニル－２－イル］－３－ジフルオロメチル－１
－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、およびＮ４４’－（トリフルオロメ
チルチオ）－ビフェニル－２－イル］－１－メチル－３－トリフルオロメチル－ｌ－メチ
ル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミドからなる群から選択されるカルボキサミド；
Ｂ４）フルアジナム、ピリフェノックス（ｐｙｒｉｆｅｎｏｘ）、ブピリメート、シプロ
ジニル、フェナリモル、フェリムゾン、メパニピリム、ヌアリモル、ピリメタニル、トリ
フォリン、フェンピクロニル、フルジオキソニル、アルジモルフ、ドデモルフ、フェンプ
ロピモルフ、トリデモルフ、フェンプロピジン、イプロジオン、プロシミドン、ビンクロ
ゾリン、ファモキサドン、フェンアミドン、オクチリノン（ｏｃｔｈｉｌｉｎｏｎｅ）、
プロベン（ｐｒｏｂｅｎ）－アゾール、５－クロロ－７－（４－メチルピペリジン－１－
イル）－６－（２，４，６－トリフルオロフェニル）４１，２，４］トリアゾロ［１，５
－ａ］ピリミジン、アニラジン、ジクロメジン、ピロキロン、プロキナジド（ｐｒｏｑｕ
ｉｎａｚｉｄ）、トリシクラゾール、２－ブトキシ－６－ヨード－３－プロピルクロメン
（ｐｒｏｐｙｌｃｈｒｏｍｅｎ）－４－オン、アシベンゾラル－Ｓ－メチル、カプタホー
ル、キャプタン、ダゾメット、ホルペット、フェノキサニル、キノキシフェン、Ｎ，Ｎ－
ジメチル－３－（３－ブロモ－６－フルオロ－２－メチルインドール－１－スルホニル）
－［１，２，４］トリアゾール－１－スルホンアミド、５－エチル－６－オクチル４１，
２，４］トリアゾロ［１，５－ａ］ピリミジン－２，７－ジアミン、２，３，５，６－テ
トラクロロ－４－メタンスルホニル－ピリジン、３，４，５－トリクロロピリジン－２，
６－ジカルボニトリル、Ｎ－（１－（５－ブロモ－３－クロロ－ピリジン－２－イル）－
エチル）－２，４－ジクロロニコチンアミド、Ｎ－（（５－ブロモ－３－クロロピリジン
－２－イル）－メチル）－２，４－ジクロロ－ニコチンアミド、ジフルメトリム、ニトラ
ピリン、ドデモルフアセテート（ｄｏｄｅｍｏｒｐｈａｃｅｔａｔｅ）、フルオロイミド
、ブラストサイジン－Ｓ、キノメチオネート、デバカルブ、ジフェンゾクワット、ジフェ
ンゾクワット－メチルスルフェート（ｍｅｔｈｙｌｓｕｌｐｈａｔ）、オキソリン酸およ
びピペラリンからなる群から選択される複素環式化合物；Ｂ５）マンコゼブ、マネブ、メ
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タム、メタスルホカルブ（ｍｅｔｈａｓｕｌｐｈｏｃａｒｂ）、メチラム、フェルバム、
プロピネブ、チラム、ジネブ、ジラム、ジエトフェンカルブ、イプロバリカルブ、ベンチ
アバリカルブ、プロパモカルブ、プロパモカルブ塩酸塩、４－フルオロフェニル－Ｎ－（
１－（１－（４－シアノフェニル）－エタンスルホニル）ブト－２－イル）カルバメート
、メチル－３－（４－クロロ－フェニル）－３－（２－イソプロキシカルボニルアミノ－
３－メチル－ブチリルアミノ）プロパノエートからなる群から選択されるカルバメート；
またはＢ６）グアニジン、ドジン、ドジン遊離塩基、イミノクタジン、グアザチン、抗生
物質、例えば、カスガマイシン、ストレプトマイシン、ポリオキシン、バリダマイシンＡ
、ニトロフェニル誘導体：ビナパクリル、ジノカップ、ジノブトン、硫黄含有複素環式化
合物：ジチアノン、イソプロチオラン、有機金属化合物：フェンチン塩、有機リン化合物
：エジフェンホス、イプロベンホス、ホセチル、ホセチル－アルミニウム、亜リン酸およ
びその塩、ピラゾホス、トルクロホスメチル、有機塩素化合物：ジクロフルアニド、フル
スルファミド、ヘキサクロロベンゼン、フタリド、ペンシクロン、キントゼン、チオファ
ネートメチル、トリルフルアニド、その他：シフルフェナミド、シモキサニル、ジメチリ
モール、エチリモール、フララキシル、メトラフェノンおよびスピロキサミン、グアザチ
ン酢酸塩、イミノクタジン－トリアセテート、イミノクタジントリス（アルベシレート（
ａｌｂｅｓｉｌａｔｅ））、カスガマイシン塩酸塩水和物、ジクロロフェン、ペンタクロ
ロフェノール及びその塩、Ｎ－（４－クロロ－２－ニトロ－フェニル）－Ｎ－エチル－４
－メチル－ベンゼンスルホンアミド、ジクロラン、ニトロタールイソプロピル、テクナゼ
ン、ビフェニル、ブロノポール、ジフェニルアミン、ミルジオマイシン、オキシン銅（ｏ
ｘｉｎｃｏｐｐｅｒ）、プロヘキサジオンカルシウム、Ｎ－（シクロプロピルメトキシイ
ミノ－（６－ジフルオロメトキシ－２，３－ジフルオロフェニル）－メチル）－２－フェ
ニルアセトアミド、Ｎ’－（４－（４－クロロ－３－トリフルオロメチル－フェノキシ）
－２，５－ジメチル－フェニル）－Ｎ－エチル－Ｎ－メチルホルムアミジン、Ｎ’－（４
－（４－フルオロ－３－トリフルオロメチル－フェノキシ）－２，５－ジメチル－フェニ
ル）－Ｎ－エチル－Ｎ－メチルホルムアミジン、Ｎ’－（２－メチル－５－トリフルオロ
メチル－４－（３－トリメチルシラニル－プロポキシ）－フェニル）－Ｎ－エチル－Ｎ－
メチルホルムアミジンおよびＮ’－（５－ジフルオロメチル－２－メチル－４－（３－ト
リメチルシラニル－プロポキシ）－フェニル）－Ｎ－エチル－Ｎ－メチルホルムアミジン
からなる群から選択される他の殺菌剤、およびそれらの任意の組み合わせ。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３３】
　除草剤：Ｃ１）アセチルＣｏＡカルボキシラーゼ阻害剤（ＡＣＣ）、例えば、アロキシ
ジム、クレトジム、クロプロキシジム（ｃｌｏｐｒｏｘｙｄｉｍ）、シクロキシジム、セ
トキシジム、トラルコキシジム、ブトロキシジム、クレフォキシジム（ｃｌｅｆｏｘｙｄ
ｉｍ）またはテプラロキシジムのようなシクロヘキセノンオキシムエーテル：クロジナホ
ッププロパルギル、シハロホップブチル、ジクロホップメチル、フェノキサプロップエチ
ル、フェノキサプロップ－Ｐ－エチルまたはフェンチアプロップエチル（ｆｅｎｔｈｉａ
ｐｒｏｐｅｔｈｙｌ）、フルアジホップブチル、フルアジホップ－Ｐ－ブチル、ハロキシ
ホップエトキシエチル、ハロキシホップメチル、ハロキシホップ－Ｐ－メチル、イソキサ
ピリホップ、プロパキザホップ、キザロホップエチル、キザロホップ－Ｐ－エチルまたは
キザロホップテフリルのようなフェノキシフェノキシプロピオン酸エステル：またはフラ
ンプロップ（ｆｌａｍｐｒｏｐ）メチルまたはフランプロップイソプロピルなどのアリー
ルアミノプロピオン酸；Ｃ２）アセト乳酸塩合成酵素阻害剤（ＡＳ）、例えば、イマザピ
ル、イマザキン、イマザメタベンズ－メチル（ｉｍａｚａｍｅ）、イマザモックス、イマ
ザピックまたはイマゼタピルのようなイミダゾリノン；ピリチオバック酸、ピリチオバッ
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クナトリウム、ビスピリバック－ナトリウム、ＫＩＨ－６１２７またはピリベンゾキシム
（ｐｙｒｉｂｅｎｚｏｘｙｍ）のようなピリミジルエーテル；フロラスラム、フルメトス
ラムまたはメトスラムのようなスルホンアミド；または、アミドスルフロン、アジムスル
フロン、ベンスルフロンメチル、クロリムロン－エチル、クロルスルフロン、シノスルフ
ロン、シクロスルファムロン、エタメトスルフロンメチル、エトキシスルフロン、フラザ
スルフロン、ハロスルフロンメチル、イマゾスルフロン、メトスルフロンメチル、ニコス
ルフロン、プリミスルフロンメチル、プロスルフロン、ピラゾスルフロン－エチル、リム
スルフロン、スルホメツロンメチル、チフェンスルフロンメチル、トリアスルフロン、ト
リベヌロン－メチル、トリフルスルフロンメチル、トリトスルフロン、スルホスルフロン
、ホラムスルフロンまたはヨードスルフロンのようなスルホニル尿素；Ｃ３）例えば、ア
リドクロル（ＣＤＡＡ）、ベンゾイルプロップ－エチル、ブロモブチド、クロルチアミド
、ジフェナミド、エトベンザニジベンズクロメト（ｅｔｏｂｅｎｚａｎｉｄｉｂｅｎｚｃ
ｈｌｏｍｅｔ）、フルチアミド、ホサミン（ｆｏｓａｍｉｎ）、またはモナリド（ｍｏｎ
ａｌｉｄｅ）のようなアミド；Ｃ４）オーキシン除草剤、例えば、クロピラリド若しくは
ピクロラムのようなピリジンカルボン酸；または２，４－Ｄ若しくはベナゾリン；Ｃ５）
オーキシン輸送阻害剤、例えば、ナプタラメ（ｎａｐｔａｌａｍｅ）またはジフルフェン
ゾピル；Ｃ６）カロテノイド生合成阻害剤、例えば、ベンゾフェナップ、クロマゾン（ジ
メタゾン）、ジフルフェニカン、フルオロクロリドン、フルリドン、ピラゾリネート、ピ
ラゾキシフェン、イソキサフルトール、イソキサクロルトール、メソトリオン、スルコト
リオン（クロルメスロン）、ケトスピラドックス、フルルタモン、ノルフルラゾンまたは
アミトロール（ａｍｉｔｒｏｌ）；Ｃ７）エノールピルビルシキミ酸塩－３－リン酸塩合
成酵素阻害剤（ＥＰＳＰＳ）、例えば、グリホサートまたはスルホサート;Ｃ８）グルタ
ミン合成酵素阻害剤、例えば、ビアラホス（ｂｉａｌａｆｏｓ、ｂｉａｌａｐｈｏｓ）ま
たはグルホシネート－アンモニウム；Ｃ９）脂質生合成阻害剤、例えば、アニロホス若し
くはメフェナセットのようなアニリド；ジメテナミド、Ｓ－ジメテナミド、アセトクロー
ル、アラクロール、ブタクロール、ブテナクロール、ジエタチルエチル、ジメタクロール
、メタザクロール、メトラクロール、Ｓ－メトラクロール、プレチラクロール、プロパク
ロール、プリナクロール、テルブクロール、テニルクロール若しくはキシラクロールのよ
うなクロロアセトアニリド、；ブチレート、シクロエート、ジアレート、ジメピペレート
、ＥＰＴＣ．エスプロカルブ、モリネート、ペブレート、プロスルホカルブ、チオベンカ
ルブ（ベンチオカルブ）、トリアレート若しくはバーナレート（ｖｅｍｏｌａｔｅ）のよ
うなチオ尿素、またはベンフレセートまたはパーフルイドン；Ｃ１０）有糸分裂阻害剤、
例えば、アシュラム、カルベタミド（ｃａｒｂｅｔａｍｉｄ）、クロルプロファム、オル
ベンカルブ、プロナミド（ｐｒｏｎａｍｉｄ（プロピズアミド（ｐｒｏｐｙｚａｍｉｄ）
）、プロファム若しくはチオカルバジルのようなカルバメート；ベネフィン、ブトラリン
、ジニトラミン（ｄｉｎｉｔｒａｍｉｎ）、エタルフルラリン、フルクロラリン、オリザ
リン、ペンジメタリン、プロジアミン若しくはトリフルラリンのようなジニトロアニリン
；ジチオピル若しくはチアゾピルのようなピリジン；またはブタミホス、クロルタールジ
メチル（ＤＣＰＡ）若しくはマレイン酸ヒドラジド；Ｃ１１）プロトポルフィリノーゲン
ＩＸオキシダーゼ阻害剤、例えば、アシフルオルフェン、アシフルオルフェン－ナトリウ
ム、アクロニフェン、ビフェノックス、クロロニトロフェン（ＣＮＰ）、エトキシフェン
、フルオロジフェン、フルオログリコフェンエチル、フォメサフェン、フリロキシフェン
、ラクトフェン、ニトロフェン、ニトロフルオルフェン若しくはオキシフルオルフェンの
ようなジフェニルエーテル；オキサジアルギル若しくはオキサジアゾンのようなオキサジ
アゾール；アザフェニジン、ブタフェナシル、カルフェントラゾンエチル、シニドン－エ
チル、フルミクロラックペンチル、フルミオキサジン、フルミプロピン、フルプロパシル
（ｆｌｕｐｒｏｐａｃｉｌ）、フルチアセットメチル、スルフェントラゾン若しくはチジ
アジミンのような環状イミド；または、ＥＴ－７５１．ＪＶ　４８５若しくはニピラクロ
フェンのようなピラゾール；Ｃ１２）光合成阻害剤、例えば、プロパニル、ピリデート若
しくはピリダフォル；ベンタゾンのようなベンゾチアジアジノン；ジニトロフェノール、
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例えば、ブロモフェノキシム、ジノセブ、ジノセブアセテート、ジノテルブ若しくはＤＮ
ＯＣ；シペルクアット－塩化物、ジフェンゾクワット－メチルスルフェート、ジクワット
若しくはパラコートジクロリドのようなジピリジレン；クロルブロムロン、クロロトルロ
ン、ジフェノクスロン（ｄｉｆｅｎｏｘｕｒｏｎ）、ジメフロン、ジウロン、エチジムロ
ン、フェヌロン、フルオメツロン、イソプロトゥロニソウロン（ｉｓｏｐｒｏｔｕｒｏｎ
ｉｓｏｕｒｏｎ）、リヌロン、メタベンズチアズロン、メタゾール、メトベンズロン、メ
トキスロン、モノリニュロン、ネブロン、シデュロン若しくはテブチウロンのような尿素
；ブロモキシニル若しくはイオキシニルのようなフェノール；クロリダゾン；アメトリン
、アトラジン、シアナジン、デスメイン、ジメタメトリン、ヘキサジノン、プロメトン、
プロメトリン、プロパジン、シマジン、シメトリン、テルブメトン、テルブトリン、テル
ブチラジン若しくはトリエタジンのようなトリアジン；メタミトロン若しくはメトリブジ
ンのようなトリアジノン；ブロマシル、レナシル若しくはテルバシルのようなウラシル；
またはデスメジファム若しくはフェンメジファムのようなビスカルバメート；Ｃ１３）相
乗剤、例えば、トリジファンのようなオキシラン；Ｃ１４）ＣＩＳ細胞壁合成阻害剤、例
えば、イソキサベンまたはジクロベニル；Ｃ１６）様々な他の除草剤、例えば、ダラポン
のようなジクロロプロピオン酸；エトフメセートのようなジヒドロベンゾフラン；クロル
フェナック（フェナック（ｆｅｎａｃ））のようなフェニル酢酸；または、アジプロトリ
ン、バルバン、ベンスリド、ベンズチアズロン、ベンゾフルオール、ブミナホス、ブチダ
ゾール、ブツロン、カフェンストロール、クロルブファム、クロルフェンプロップメチル
、クロロクスロン、シンメチリン、クミルロン、シクルロン、シプラジン、シプラゾール
、ジベンジルロン、ジプロペトリン、ダイムロン、エグリナジンエチル、エンドタール、
エチオジン、フルカバゾン、フルオルベントラニル、フルポキサム、イソカルバミド、イ
ソプロパリン、カルブチレート、メフルイジド、モヌロン、ナプロップアミド、ナプロッ
プアニリド、ニトラリン、オキサシクロメフォン（ｏｘａｃｉｃｌｏｍｅｆｏｎｅ）、フ
ェニソファム、ピペロホス、プロシアジン、プロフルアリン、ピリブチカルブ、セクブメ
トン、スルファレート（ＣＤＥＣ）、テルブカルブ、トリアジフラム、トリアゾフェナミ
ド若しくはトリメツロン；またはそれらの環境適合性塩若しくはそれらの組み合わせ。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３５】
　植物生長調節剤：Ｄ１）クロフィブリン酸、２，３，５－トリヨード安息香酸のような
アンチオーキシン；Ｄ２）４－ＣＰＡ、２，４－Ｄ、２，４－ＤＢ、２，４－ＤＥＰ、ジ
クロルプロップ、フェノプロップ、ＩＡＡ、ＩＢＡ、ナフタレンアセトアミド、ａ－ナフ
タレン酢酸、１－ナフトール、ナフトキシ酢酸、ナフテン酸カリウム、ナフテン酸ナトリ
ウム、２，４，５－Ｔのようなオーキシン；Ｄ３）２ｉＰ、ベンジルアデニン、４－ヒド
ロキシフェンエチルアルコール、カイネチン、ゼアチンのようなサイトカイニン；Ｄ４）
例えば、カルシウムシアナミド、ジメチピン、エンドタール、エセフォン、メルホス、：
メトクスロン、ペンタクロロフェノール、チジアズロン、トリブホスのような枯葉剤；Ｄ
５）アビグリシン、１－メチルシクロプロペンのようなエチレン阻害剤；Ｄ６）ＡＣＣ、
エタセラシル、エテホン、グリオキシムのようなエチレン放出剤；Ｄ７）フェンリダゾン
、マレイン酸ヒドラジドのようなガメトシド；Ｄ８）ジベレリン、ジベレリン酸のような
ジベレリン；Ｄ９）アブシジン酸、アンシミドール、ブトラリン、カルバリル、クロルホ
ニウム、クロルプロファム、ジケグラック、フルメトラリン、フルオリドアミド、ホサミ
ン、グリホジン、イソピリモル、ジャスモン酸、マレイン酸ヒドラジド、メピコート、ピ
プロクタニル、プロヒドロジャスモン、プロファム、チアオジアン（ｔｉａｏｊｉｅａｎ
）、２，３，５－トリヨード安息香酸のような成長阻害剤；Ｄ１０）クロルフルレン、ク
ロルフレノール、ジクロルフルレノール、フルレノールのようなモルファクチン；Ｄ１１
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）クレルメコート、ダミノジド、フルルプリミドール、メフルイジド、パクロブトラゾー
ル、テトシクラシス、ウニコナゾールのような成長抑制剤；Ｄ１２）ブラシノリド、ブラ
シノリドエチル、ＤＣＰＴＡ、ホルクロルフェヌロン、ヒメキサゾール、プロスレル（ｐ
ｒｏｓｕｌｅｒ）、トリアコンタノールのような成長刺激剤；Ｄ１３）バクメデシュ（ｂ
ａｃｈｍｅｄｅｓｈ）、ベンゾフルオール（ｂｅｎｚｏｆｌｕｏｒ）、ブミナホス、カル
ボン、塩化コリン、シオブチド（ｃｉｏｂｕｔｉｄｅ）、クロフェンセット、シアナミド
、シクラニリド、シクロヘキシミド、シプロスルファミド、エポコレオン、エチクロゼー
ト、エチレン、フフェンチオウレア（ｆｕｐｈｅｎｔｈｉｏｕｒｅａ）、フララン（ｆｕ
ｒａｌａｎｅ）、ヘプトパルギル、ホロスルフ、イナベンフィド、カレタザン（ｋａｒｅ
ｔａｚａｎ）、ヒ酸鉛、メタスルホカルブ、プロヘキサジオン、ピダノン、シントフェン
、トリアペンテノール、トリネキサパックのような分類されていない植物成長調整剤。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３８】
　活性成分は、例えば、乳剤（ＥＣ）、懸濁剤（ＳＣ）、サスポエマルジョン剤（ＳＥ）
、カプセル懸濁剤（ＣＳ）、水分散性粒剤（ＷＧ）、乳化性顆粒剤（ＥＧ）、油中水型エ
マルジョン剤（ＥＯ）、水中油型エマルジョン剤（ＥＷ）、マイクロエマルジョン剤（Ｍ
Ｅ）、油分散剤（ＯＤ）、油混和性フロアブル剤（ＯＦ）、油混和性液剤（ＯＬ）、可溶
性濃縮剤（ＳＬ）、超低容量懸濁剤（ＳＵ）、超低容量液剤（ＵＬ）、分散性濃縮剤（Ｄ
Ｃ）、水和剤（ＷＰ）または農薬的に許容されるアジュバントと組み合わせた任意の技術
的に可能な製剤のような任意の適切な典型的な形態で本開示の発泡性製剤に添加され得る
。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３９】
　適切な発泡剤は、アルカノールアミド（コカミドジエタノールアミド、ラウリン酸モノ
イソプロパノールアミド、およびエトキシ化ミリストアミドなど）、オキシエチレン脂肪
酸エステル、ポリオキシエチレン脂肪アルコールエーテル（アルキルアリールポリグリコ
ールエーテルなど）およびフルオロカーボン（エトキシ化ポリフッ素化アルコールなど）
を含む非イオン性界面活性剤；アルキル－、アルキルアリール－、およびアリールスルホ
ネート（ラウリルサルコシン酸ナトリウムなどおよびアルキルベンゼンスルホン酸ナトリ
ウムなど）、アルキル－、アルキルアリール－、およびアリールスルフェート、タンパク
質加水分解物、ポリカルボン酸の誘導体（アンモニウムラウリルエーテルカルボキシレー
トなど）、オレフィンスルホネート（アルファオレフィンスルホン酸ナトリウムなど）、
サルコシネート（アンモニウムシクロヘキシルパルミトイルタウリネートなど）、スクシ
ネート（例えば、ニナトリウムＮ－オクタデシルスルホスクシナメートなど）、リン誘導
体（リン酸エステルおよびそれらの同等物の塩など）を含むアニオン性界面活性剤；アル
キルベンジルトリメチルアンモニウムクロリドを含むカチオン性界面活性剤；ベタインを
含む両性界面活性剤であり得る。特に好ましい発泡剤は、バイオソフトＤ－４０、バイオ
タージＡＳ－４０、アンモニックスＤＯ、アンモニックスＬＯ、ステオルＣＡ－３３０、
ＣＥＤＥＰＡＬ　ＴＤ－４０７、およびポリステップＢ－２５である。製剤における発泡
剤の総濃度は、用いる発泡剤に依存し得、最終製剤の約０．１％から約５０％の間、好ま
しくは約０．３％から約３０％の間、より好ましくは約５％から約２５％、さらにより好
ましくは約１７％から約２３％の間で含み得る。
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【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１７】
（付記１６）
　前記農薬活性成分は、マイクロエマルジョン、水中油型濃縮エマルジョン、懸濁液、懸
濁剤、乳剤またはマイクロカプセルの形態で液体農薬製剤中に存在する、付記１に記載の
液体農薬製剤。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１８】
（付記１７）
　前記農薬活性成分は、懸濁剤の形態で液体農薬製剤中に存在する、付記１５に記載の液
体農薬製剤。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１９】
（付記１８）
　前記懸濁剤は、２年のタイムスケール以上安定している、付記１７に記載の液体農薬製
剤。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項７】
　前記農薬活性成分は、マイクロエマルジョン、水中油型濃縮エマルジョン、懸濁液、懸
濁剤、乳剤、またはマイクロカプセルとして前記液体農薬製剤中に存在する、請求項４に
記載の液体農薬製剤。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項２２】
　前記農薬活性成分は、マイクロエマルジョン、水中油型濃縮エマルジョン、懸濁液、懸
濁剤、乳剤、またはマイクロカプセルとして前記発泡性液体農薬製剤中に存在する、請求
項１８に記載の溝内の種を処理する方法。
【手続補正１４】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項２７
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【請求項２７】
　前記発泡性液体農薬製剤の懸濁剤は、２年のタイムスケール以上安定している、請求項
１８に記載の溝内の種を処理する方法。
【手続補正１５】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】請求項２８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【請求項２８】
　種が溝に植えられる前、間または後に、機械的プランターから放出される種を処理する
ための泡として発泡性液体農薬製剤を分配するための機械的プランターであって、
　発泡性液体農薬製剤および圧縮性液体担体を受け取るように構成された泡混合チャンバ
ーであって、前記発泡性液体農薬製剤は、少なくとも１つの農薬活性成分、少なくとも１
つの発泡剤、少なくとも１つの発泡安定剤、および前記発泡性液体農薬製剤から泡を生成
するためのガスを含み、前記発泡性液体農薬製剤中の水の量は、前記発泡性液体農薬製剤
の重量に基づき０から１０重量％であり、前記農薬活性成分は、マイクロエマルジョン、
水中油型濃縮エマルジョン、懸濁液、懸濁剤、乳剤、またはマイクロカプセルとして前記
発泡性液体農薬製剤中に存在する、泡混合チャンバーと、
　前記泡混合チャンバー内に位置する泡媒体であって、当該泡媒体を介して圧縮液体が前
記発泡性液体農薬製剤を泡出口に導く、泡媒体と、
　前記泡出口に連結する少なくとも１つの導管であって、前記導管が前記泡混合チャンバ
ー内で生成された泡を搬送ノズルに搬送するように構成され、前記搬送ノズルは、さらに
種溝に向けられ、エーカー当たり１ガロン以下の割合で前記機械的プランターから溝に種
を植える前、間または後に種を処理するのに有効な量の泡を提供する、導管と、
　を含む、機械的プランター。
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